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Part7 トリプルパッセージとは?

Part7の後半に出現する箇所
3文章を参照して設問（5問）を解く
「3文章×5問」が3セットある（計15問）



セット数 設問数

シングルパッセージ (SP) 10セット 29問

ダブルパッセージ (DP) 2セット 10問

トリプルパッセージ (TP) 3セット 15問

Part7の構成



Part7トリプルパッセージの例
文章1

文章2

文章3



Part7の基本的な解き方
ステップ1: 文章の全体像を把握する
ステップ2: ヒントの位置の目星をつける
ステップ3: 1つ目の設問文を読む
ステップ4: 本文を1行読んで正誤を検証
ステップ5: 以後, これらステップを最後まで繰り返す



Part7 トリプルパッセージは
ヒントが広い範囲に分散する



文章1

文章2

文章3

各設問のヒントの位置 (目安)



3文章参照型問題の出題傾向

各セットに0問〜1問程度, 出題される
5問目に出現することが多い
「文章3のこれから読むところ+文章2でヒントが出現
しなかったところ+文章1でヒントが出現しなかった
ところ」のような組み合わせが多い



Part7トリプルパッセージは3つの文章を
同時に参照して解く問題
解き方の流れはシングルパッセージと同じ
ヒントの位置が広範囲に散らばる
3文章参照型問題に注意する

本日のまとめ


